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Ａ４の紙を用いて左上をホチキス留めすること。最後の講義時に提出するか、511レポート提出箱に提出する。

１．(有限オートマトンと正規言語)

（１）偶数パリティチェック行う有限オートマトンを示せ。すなわち、
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を受理する有限オートマトンを示せ。
（２）
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が正規言語でないことを示せ。例えば、
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である。
２．（プッシュダウンオートマトンと文脈自由文法）

（１）
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が文脈自由言語であることを示せ。ここで、正しい括弧とは、どの左括弧もある右括弧と対応しており、しかも対応する括弧の対が入れ子構造をしていることである。（
[image: image8.wmf]3

 

L

を生成する文脈自由文法
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を示すか、
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を受理するPDA　
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を示せば良い。）
（２）次で定められる文脈自由文法
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(a)この文法が曖昧であることを示せ。

(b)この文法において、

「各elseは、それより前にあってかつelseと対応づけされていないthenのうちでもっとも近いものと対応づけられる。」

と解釈する。この解釈にあうように曖昧さを除いた文法を示せ。

（裏へ）
３．（チューリングマシンと計算）

　次の各言語を認識するチューリングマシンを設計せよ。（チューリングマシンは状態遷移図で示せばよい。）

(1）
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4.（NP完全性）

講義でNP完全であることを証明した問題以外に、ある問題がNP完全であることを証明せよ。
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